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１
．開
館
時
間
の
延
長
・
開
館
日
の
増
加

⑴
平
日
は
、午
後
7
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

学
校
帰
り
や
、仕
事
帰
り
に
も
気
軽
に
立

ち
寄
れ
ま
す
。

⑵
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、開
館
し
ま
す

（
翌
日
以
降
直
近
の
平
日
を
振
替
休
館

日
と
し
ま
す
）。

祝
日
も
、図
書
館
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

⑶
こ
れ
ま
で
、毎
月
末
日
に
実
施
し
て
い
た

館
内
整
理
の
た
め
の
休
館
を
廃
止
し
、開

館
し
ま
す（
館
内
整
理
業
務
は
、毎
月
最

終
の
定
期
休
館
日
に
実
施
し
ま
す
）。

図
書
館
へ
よ
う
こ
そ

４
月
１
日 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

さ
ら
に
便
利
な
図
書
館
を
め
ざ
し
て

学
校
の
勉
強
や
仕
事
上
で
の
調
べ
も
の
、趣
味
の
読
書
、子
ど
も

へ
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、日
ご
ろ
、市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
て
い
る
図
書
館
。

４
月
１
日
か
ら
、も
っ
と
使
い
や
す
く
、も
っ
と
便
利
に
な
り
ま

し
た
。ど
ん
な
と
こ
ろ
が
、変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

平日の開館時間
こ
れ
ま
で

平
成
27
年
４
月
か
ら

AM
9：00

PM
5：00

AM
9：00

PM
5：00

PM
7：00

延
長

平成27年5月の場合
これまで

↑月曜日は祝日の場合も休館していました。

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

7 8 9

開館 休館 開館 開館 開館 開館 開館

これから

↑月曜日が祝日の場合は開館し、直近の平日を振替休館とします。

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

7 8 9

開館 開館 開館 開館 休館 開館 開館

平成27年5月の場合
これまで

↑毎月月末は、土曜・日曜であっても、館内整理日として休館していました。

日 月 火 水 木 金 土
24

31

25 26 27 28 29 30
開館

休館

休館 開館 開館 開館 開館 開館

これから

↑毎月月末の館内整理日による休館を廃止します。

↑館内整理業務は定期休館日に実施

日 月 火 水 木 金 土
24

31

25 26 27 28 29 30
開館

開館

休館 開館 開館 開館 開館 開館

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

○ ○ ○ ●
5 6 7 8 9 10 11

● × ○ ○ ○ ○ ●
12 13 14 15 16 17 18

● × ○ ○ ○ ○ ●
19 20 21 22 23 24 25

● × ○ ○ ○ ○ ●
26 27 28 29 30

昭和の日

● × ○ ● ○

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

○ ●
3 4 5 6 7 8 9

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

● ● ● ● × ○ ●
10 11 12 13 14 15 16

● × ○ ○ ○ ○ ●
17 18 19 20 21 22 23

● × ○ ○ ○ ○ ●
24 25 26 27 28 29 30

● × × × × × ×
31

●

特別整理期間のため休館

休館日カレンダー（平成27年）

○：平日（午前９時～午後７時）　●：土日祝日（午前９時～午後５時）　×：休館日
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わ
く
わ
く
す
る
出
会
い
の
場
を

大
和
高
田
市
立
図
書
館　

館
長　

秋
丸
素
子

み
な
さ
ま
、は
じ
め
ま
し
て
。こ
の
４
月
か
ら
、大
和

高
田
市
立
図
書
館
の
館
長
を
務
め
る
、秋
丸
で
す
。

今
回
、図
書
館
の
運
営
が
指
定
管
理
者（
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
）と
な
り
、民
間
な
ら
で
は
の
自
由
な
発

想
で
、市
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
サ
ー

ビ
ス
を
数
多
く
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、公
共
図
書
館
に
勤
め
て
30
年
に
な
り
ま

す
。そ
し
て
、こ
の
地
の
館
長
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
す
る
に
あ
た
り
、大
き
な
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
地
元
大
和
高
田
市
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
！
」

を
目
標
に
か
か
げ
、み
な
さ
ま
の
知
り
た
い
こ
と・
学

び
た
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
。ま

た
、講
座
や
講
演
会
も
催
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の「
読
む
力・
生
き
る
力
」を
育
む
お

手
伝
い
を
、楽
し
い
企
画
を
通
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

図
書
館
が
、「
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
出
会
い
の

場
」と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
．イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
本
の
予
約
受
付

が
ス
タ
ー
ト

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、

本
が
予
約
で
き
ま
す（
書
架
に
並
ん
で
い
る

本
の
予
約
も
可
）。初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
予
約
す
る
際
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

パ
ス
ワ
ー
ド
の
初
期
登
録
を
す
る
だ
け
で
、

利
用
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
を
応
援
す
る

「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」の
募
集

図
書
館
で
購
入
す
る
雑
誌
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

く「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
特
典
と
し
て
、ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
雑
誌
の

最
新
号
の
透
明
カ
バ
ー
に
、ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
名
な
ど
の
広

告
プ
リ
ン
ト
を
表
示
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、図
書
館
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

「
指
定
管
理
者
制
度
」の
導
入

教
育
委
員
会
事
務
局 

生
涯
学
習
課

本
市
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
を
図
る
た
め
、

民
間
事
業
者
の
持
つ
独
自
の
手
法
、豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、「
指
定
管
理
者
制
度
」を
導
入
し

ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、開
館
時
間
の
延
長
や
、開
館
日
の
拡

大
な
ど
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
、効
率
的
に
、ま
た
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
、「
子
育
て
支
援
」お

よ
び「
読
書
支
援
」を
重
点
項
目
と
捉
え
、子
ど
も
向
け
冊

子
や
親
子
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
、学
校
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、今
ま
で
以
上
に
た
く
さ
ん
の
人
が
足
を
運
ん
で
く
れ

る
よ
う
な「
市
民
の
た
め
の
市
民
の
図
書
館
」を
め
ざ
し
、さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

３
．葛
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
返
却
ポ

ス
ト
を
設
置

市
内
南
部
地
域
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

葛
城
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
に
図
書
返
却

ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま
す
。葛
城
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
開
館
時
間
内
に
、利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

葛
城
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
曽
大
根
7
8
3
―

1
）

休
館
日
：
月
曜
日
、国
民
の
祝
日（
祝
日
が

月
曜
日
の
場
合
、そ
の
翌
日
）、12
月
26
日
～

1
月
5
日

開
館
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
10
時

ま
す
ま
す
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
図
書
館
。こ
れ
か
ら
も
、い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
取
り
入
れ
、よ
り
使
い
や
す
い
図
書
館
を
め
ざ

し
ま
す
。身
近
な
知
恵
袋
と
し
て
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
来
館
を
、心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

下村さん 乾さん 辻本さん

・
指
定
管
理
者
制
度
・
…
地
方
公
共
団
体
が
公
の
施
設
の
設
置
の
目
的

を
効
率
的
に
達
成
す
る
た
め
、必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、指
定

す
る
法
人
、そ
の
他
団
体
等
に
管
理
を
行
わ
せ
る
制
度

ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん

〔
市
立
図
書
館　

☎
52・３
４
２
４
〕
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①『春、戻る』
②瀬尾まいこ／集英社
③結婚を控えた主人公さくらの前に、突

然12歳年下の自称“お兄さん”が現れ
る。見たこともない人に「久しぶり」と
言われ、困惑するさくらは…。

④昨年の春、タイトルに惹かれて読みました。

①『オオカミ族の少年』（『クロニクル千古の闇』 ６巻シリーズの第１巻）
②ミシェル・ペイヴァー 作　さくまゆみこ 訳／評論社
③舞台は今から6000年前、オオカミ族のお話です。主人公の少年トラクの父親は、魂が食われたクマに襲

われ死んでしまいます。悲しみにくれるトラクは、洪水で親を亡くしたオオカミの子ウルフと出会い、共に、
森を襲う「魂食らい」の正体を探す旅にでます。ファンタジーですが、生きとし生けるもの全てに感謝しな
がら狩猟していた太古という時代が正確に描かれており、背景描写にも惹きつけられます。

④20年ほど前、さくまゆみこさんの講演会で、日本の子どもたちに読んでほしいという熱意で翻訳を選ばれ
ていると知り、彼女の訳された児童書にはまりました。

①『ふんわり王女』（マクドナルド童話全集）
②ジョージ・マクドナルド 著　羅原富美枝 訳／太平出版社
③呪いで身体と心の重さを失ったお姫様。水中では重さを取り戻せるため湖で過ごしていましたが、更なる

呪いで水が奪われることに。お姫様のため、恋する王子様がした決断は…。
④20代のころ、児童文学が好きで読みました。重さを取り戻していくお姫様の様子と、重さを知った後の言

葉がとても印象的です。

①『彗星物語』
②宮本輝／文藝春秋
③ハンガリーからの留学生が大家族と同

居することになります。物おじしない留
学生、自分を犬だと思っていない犬フッ
ク、フックの相棒の福造じいさん、家族
を彗星に例える母など、登場人物の魅
力は尽きません。

④11年前、本好きの同僚に薦められました。

①『かっくん　どうしてボクだけしかくいの？』
②クリスチャン・メルベイユ 文　ジョス・ゴフィン 絵　乙武洋匡 訳／講談社
③まんまる家族の中に四角い赤ちゃんが生まれます。形はちがうけど、「おとうさんとおかあさんはきみのこ

とがだいすきだよ」とかわいがってくれます。大きくなっても四角いままのかっくんは…。
④13年くらい前、『五体不満足』の乙武さんが翻訳をされているところに惹かれて購入しました。私の子ど

もたちにもよく読んで聞かせました。大人が読んでも考えさせられる本です。鏡の前でカドをなくそうとす
るかっくんに、胸がキューンとなります。

【おはなし会
かい

】

▷とき　4月11日㈯
ど

ごぜん10じ30ぷんから

◦おはなし　『サラダで元
げん

気
き

』

（角
かど

野
の

栄
えい

子
こ

 作
さく

/福
ふく

音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

）

◦絵
え

本
ほん

　『ふたり』

（瀬
せが

川
わ

康
やす

男
お

 作
さく

/富
ふ

山
ざん

房
ぼう

）

【えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 きらら】

▷とき　4月25日㈯
ど

ごぜん10じ30ぷんから

◦おはなし　『おいしいおかゆ』

（「おはなしのろうそく①」より）

◦絵
え

本
ほん

　『どれがぼくのおうちになるのかな？』

（ロン・マリス 作
さく

・絵
え

/アリス館
かん

）

◎こども向
む

け

左
ひだり

がわの「むかしばなし」と、右
みぎ

がわの「むかしばなしにでてくること
ば」をえらんで、むすんでみよう。「ほん」を読

よ

めばすぐわかるよ。４月
がつ

中
ちゅう

に、下
した

にこたえをかいて、としょかんにもってきてくれた人
ひと

には、プレゼン
トがあるよ♪（６年

ねん

生
せい

までの人
ひと

に先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

です）

今回は、スタッフの《夢中になった一冊》を紹介します。
①本のタイトル　②著者名／出版社　③本の内容　④読んだ時期

一
般
書

児
童
書
・
絵
本

あの時 私が夢中になった一冊

クイズ！？ 答
こ た

えは、次
じ

号
ご う

に掲
け い

載
さ い

（図
と

書
し ょ

館
か ん

内
な い

にも掲
け い

示
じ

）

＊バーネット作『小○女』の主人公の名前
はセーラ

＊『新宿鮫』は、○沢在昌の代表作
＊『三国志』の作者は、羅漢（貫）○
＊『桜の○』は、チェーホフの代表作

「うらしまたろう」　 ◦　　　　　　　　　　◦ こびと
「さんびきのこぶた」 ◦　　　　　　　　　　◦ キジ
「したきりすずめ」　 ◦　　　　　　　　　　◦ たけやぶ
「しらゆきひめ」 　　◦　　　　　　　　　　◦ わらのいえ
「ももたろう」　　　 ◦　　　　　　　　　　◦ カメ

本に関する問題です。
○に漢字を入れて、完成さ

せてください。○の字を並べ替
えて繋げると、大和高田市の
名所の一つになります。
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と
て
も
広
い
場
所
で
す
。よ
く
見

る
と
、人
影
も
見
え
ま
す
。

さ
て
、こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

答
え
は
、う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

Colleen（コリーン）さん
は、派遣学生からの信頼が
厚く、長く友情が続いてい
ます。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り
リズモーのこのごろ

On 18th February, the Bureau of Meteorology started issuing weather warnings about 
two cyclones that were forming north of Australia, one was heading for Darwin and the 
other for the Queensland coast. A cyclone is similar to the typhoons that Japan has, 
strong winds and pouring rain.By Thursday the 19th of February the dangers of the cyclone named Marcia, （not sure 
why but the cyclones are all given names and most often ladies names）, was going 
to be a serious one. Lismore and the North Coast of NSW is affected by the cyclone 
mainly by high and dangerous seas and flooding rains. Friday the televisions channels 
were broadcasting what was happening with mainly the Queensland cyclone Marcia 
most of the day.   The damage to coastal towns in Queensland was devastating. 
Most schools in Northern NSW had been closed for the day as we waited to see if the 
predicted rains would cause flooding. Once the cyclones hit land they lose some of 
the strength which was the case with this one, it also came inland and then changed 
direction back out to sea which to everyone's relief as it eased a lot of the fears 

of major flooding in Lismore. We experienced 205 mms of rain over the five days, thankfully Lismore only 
experienced a river height of 7 meters which is moderate flooding, the flood levy walls managed to keep the river out of the CBD. The coastal areas and beaches were back to their scenic beauty after a week and we await the next cyclone. Mother Nature at her worst!

2月18日㈬に、オーストラリア気象局は、オーストラリア北部で発生している2つのサイクロンに対して、気象警報を発令しました。2つのサイクロンのうち1つはダーウィンに、もう1つはクイーンズランド州沿岸に接近していました。サイクロンとは、日本の台風に似ており、強い風と激しい雨をもたらします。「マーシャ」と名づけられたそのサイクロンは（理由はわかりませんが、全てのサイクロンには名前がつけられ、そのほとんどが女性名です）、19日㈭にはかなりの被害をもたらす危険がありました。リズモーとニュー・サウス・ウェールズ州の北岸は、サイクロンが到来すると、主に高潮や洪水の影響を受けます。20日㈮になると、テレビでは1日中サイクロン「マーシャ」について放送していました。クイーンズランド州沿岸部の町への被害は甚大なものでした。予報されていたよ
うな大雨による洪水が予想されたため、この日ニュー・サウス・ウェールズ州北部のほとんどの学校は休校になりました。「マーシャ」も
そうでしたが、通常、サイクロンは一度上陸すると勢力が弱まります。ホッとしたことに、今回は内陸部に接近したのち沿岸部へと進路
を変えていきました。これにより、リズモーで大洪水が発生する危険性はほぼなくなりました。リズモーでは5日間で205ミリメート
ルを超える降水量を観測し、川の水位は7メートルまで上昇しましたが、幸いにも大きな被害にはいたりませんでした。それに加えて、
堤防が市内中心部への浸水を防ぎました。サイクロンから1週間後には、沿岸部の地域や海岸はその美しさを取り戻しました。次は
いつくることでしょう。母なる自然の脅威ここに極まれり、です。

（英文は、原文のとおりです）
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歳入
230億4,000万0千円

市債
県支出金譲与税

交付金

国庫支出金

地方交付税 市税

繰入金

自主財源
33.3％

依存財源
66.7％

使用料及び手数料
分担金及び負担金

諸収入
その他
（財産収入、寄付金）

総　　額
５３3億9,729万円

平
成
27
年
度
予
算
は
、一
般
会
計
、７
つ
の
特
別
会
計
、２
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て
、

総
額
５
３
３
億
９
、７
２
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、８
、７
６
２
万
円
の
減
額
、0.2
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
は
、統
一地
方
選
が
控
え
て
い
る
た
め
、骨
格
予
算
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、精
神
障
害
者
の
人
へ
の
医
療
費
の
助
成
、農
産
物
の
産
地
育
成
や
新
規
作

物
の
育
成
、学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
、中
学
校
給
食
実
施
に
向
け
て
の
施
設
整
備
に
伴
う

設
計
費
な
ど
、年
度
当
初
か
ら
取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、当
初

予
算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
や
、水
道・病
院
事
業
な
ど
の
企
業

会
計
は
、事
業
の
継
続
性
な
ど
を
考
慮
し
、通
常
ど
お
り
年
間
予
算
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

一般会計　歳入予算
市
の
行
政
活
動
を
支
え
る
根
幹
で
あ
る
市
税
収
入
は
、主
に
個
人

市
民
税
や
法
人
市
民
税
、た
ば
こ
税
の
減
収
が
要
因
と
な
っ
て
、前
年

度
と
比
べ
て
、約
４
、７
０
０
万
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、国
か
ら
の
地
方
財
政
対
策
で
あ
る
地
方
交
付
税
に
お
い
て

９
、０
０
０
万
円
、地
方
消
費
税
交
付
金
に
お
い
て
１
億
９
、０
０
０
万

円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
使
途

を
制
限
さ
れ
な
い
一
般
財
源
収
入
合
計
で
は
、前
年
度
よ
り
、１
億
４
、

４
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
で
は
、国
・
県
支
出
金
で
は
、障
害
者
自
立
支
援
を
は

じ
め
、事
業
費
の
増
加
に
伴
う
所
要
分
を
確
保
す
る
一
方
で
、臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
な
ど
の
事
業
費
の
減
少
も
あ
り
、合
計
で
２
億
６
、４

０
０
万
円
の
減
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、市
債
で
は
、現
行
金
利
へ
の
借
換
債
に
お
い
て
１
億
３
、０
０

０
万
円
、臨
時
財
政
対
策
債
に
お
い
て
１
億
１
、０
０
０
万
円
、建
設
事

業
に
係
る
市
債
に
お
い
て
２
億
７
、６
０
０
万
円
、合
計
で
５
億
１
、６
０

０
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●一般会計 ･ 特別会計 ･ 企業会計  合計表 予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
27
年
度

歳入 予算額 構成比
（％）

前年度比
（％）

市税 64億3,200万0千円 27.9 △ 0.7
譲与税･交付金 11億1,200万0千円 4.8 22.3
地方交付税 68億3,300万0千円 29.6 1.3
分担金及び負担金 1億3,339万0千円 0.6 △ 53.2
使用料及び手数料 8億5,222万5千円 3.7 25.4
国庫支出金 41億8,713万8千円 18.2 △ 8.2
県支出金 13億9,451万2千円 6.1 8.6
財産収入 2,780万2千円 0.1 10.8
寄附金 1千円 ― ―
繰入金 1千円 ― ―
諸収入 2億3,333万1千円 1.0 △ 11.3
市債 18億3,460万0千円 8.0 △ 22.0

臨時財政対策債 9億2,000万0千円 4.0 △ 10.7
借換債 4億1,360万0千円 1.8 △ 24.0
事業債 5億0,100万0千円 2.2 △ 35.5

計 230億4,000万0千円 100.0 △ 2.3

一般会計 230億4,000万0千円

特別会計

国民健康保険事業 97億0,430万0千円

国民健康保険天満診療所 1億3,910万0千円

住宅新築資金等貸付金 2,490万0千円

下水道事業 23億5,200万0千円

駐車場事業 4,300万0千円

介護保険事業 55億2,380万0千円

後期高齢者医療保険事業 6億7,740万0千円

７特別会計小計 184億6,450万0千円

企業会計

水道事業  25億7,238万1千円

病院事業  93億2,041万5千円

2 企業会計小計 118億9,279万6千円

○総額	 533億9,729万6千円
　前年度対比	 △8,762万4千円（0.2％減）

{内訳
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その他（災害復旧事業費・積立金・予備費）

扶助費

人件費

物件費

補助費等

公債費

繰出金

維持補修費
普通建設事業費

歳出
230億4,000万0千円

平成27年度 予算の概要

〔
財
政
課　

内
線
２
１
８
〕

一般会計　歳出予算
歳
出
で
は
、前
年
度
よ
り
、市
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る
公
債
費

（
借
換
債
を
除
く
）で
９
、３
０
０
万
円
、扶
助
費
で
は
児
童
手
当
や

生
活
保
護
費
の
減
少
が
影
響
し
、８
、０
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、人
件
費
で
は
、職
員
数
を
確
保
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、１
億
３
、

８
０
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

各
費
目
の
主
な
も
の
と
し
て
、総
務
費
で
は「
観
光
事
業
」１
、

２
７
５
万
円
、民
生
費
で
は
、精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
の
拡
充
分

と
し
て
４
、２
４
０
万
円
、衛
生
費
で
は
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
や
水
痘
の

予
防
接
種
に
対
す
る
公
費
助
成
１
、８
４
６
万
円
、農
林
水
産
業
費

で
は
、農
産
物
の
産
地
育
成
や
新
規
作
物
の
育
成
に
伴
う
経
費
53
万

円
、土
木
費
で
は
、「
仮
称
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」４
億
６
、

４
３
６
万
円
、「
雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業
」４
、３
０
０
万
円
、消
防

費
で
は
、奈
良
県
と
共
催
で
実
施
す
る「
奈
良
県
防
災
総
合
訓
練
」

２
７
９
万
円
、教
育
費
で
は
、「
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
用
機
器
整
備
事
業
」に

１
億
７
８
１
万
円
、中
学
校
給
食
施
設
整
備
に
向
け
た
実
施
設
計
費

６
、０
８
４
万
円
、な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

骨
格
予
算
で
す
が
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、向
上
を
図
る
た
め
に

必
要
な
事
業
に
つ
い
て
、積
極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

（単位 : 千円）

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業

歳出 予算額 構成比
（％）

前年度比
（％）

人件費 43億8,467万7千円 19.1 3.2
扶助費 57億2,810万1千円 24.9 △ 1.4
公債費 29億5,477万0千円 12.8 △ 7.1
普通建設事業費 11億3,766万6千円 4.9 △ 30.9
災害復旧事業費 4千円 ― ―
物件費 30億0,302万7千円 13.0 5.4
維持補修費 1億7,231万1千円 0.8 4.2
補助費等 28億1.866万9千円 12.2 △ 4.4
積立金 272万4千円 ― 25.4
繰出金 28億1,805万1千円 12.2 4.2
予備費 2,000万0千円 0.1 ―

計 230億4,000万0千円 100.0 △ 2.3

自立するまちづくり
市税徴収の強化 6,333
姉妹都市交流事業 1,900

心豊かな
市民・教育・福祉の
まちづくり

教
育
・
文
化

学校ＩＣＴ用機器整備事業 【新規】 107,811
学校教育活動補助員配置事業 27,460
浮孔児童ホーム新築事業 【新規】 27,320
中学校給食施設整備事業（実施設計） 【新規】 60,838
文化財保護事業費 9,845
文化会館自主事業 14,557

保
健
・
福
祉
・
医
療

精神障害者医療費助成事業（拡大分） 【新規】 42,240
生活困窮者自立支援事業 【新規】 13,697
病児・病後児保育事業 【新規】 6,865
児童医療費助成事業 2,480
在宅医療、介護連携推進事業 【新規】 2,793
認知症総合支援事業 【新規】 5,203
医療機器の充実 （市立病院） 170,824
放射線治療棟整備事業 （市立病院） 1,265,473

元気とにぎわいの
まちづくり

観光事業 12,755
地域公共交通確保維持負担金 【新規】 2,000
産地育成・新規作物導入事業 【新規】 530
雨水貯留施設整備事業 43,000
仮称、市民交流センター新設事業 411,805
下水道事業アクションプラン策定事業 【新規】 4,000

安心・安全の
美しいまちづくり

ＤＶ被害者移送車借上事業 【新規】 109
住宅用太陽光発電システム設置費補助 4,000
奈良県防災総合訓練経費 【新規】 2,461
災害対策用非常食等整備事業 2,700
耐震化支援事業補助金 【新規】 30,402
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◦
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
事
業（
小
・
中
・
高
・
幼
）

タ
ブ
レッ
ト
や
電
子
黒
板
を
導
入
し
、校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

な
ど
、わ
か
り
や
す
い
授
業
の
実
現
、児
童・生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

◦
中
学
校
給
食
施
設
整
備
実
施
設
計

中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
、今
年
度
は
施
設
整
備
に
伴
う
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

病
気
の
た
め
に
集
団
保
育
が
困
難
で
あ
る
な
ど
、そ
の
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
施
設
に

対
し
て
、運
営
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◦
在
宅
医
療
、介
護
連
携
推
進
事
業

高
齢
者
が
医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
自
宅

や
地
域
で
で
き
る
限
り
在
宅
療
養
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、多
職
種
連
携
の
仕
組
み
と
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◦
産
地
育
成
・
新
規
作
物
導
入
事
業

遊
休
農
地
の
解
消
や
担
い
手
の
育
成
を
図
る
た
め
に
、資
材
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す
。

◦
Ｄ
Ｖ
被
害
者
移
送
車
借
上
事
業

Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
を
一
時
保
護
所
へ
安
全
に
送
り
届
け
る
た
め
に
、タ
ク
シ
ー
を
借
り
上

げ
ま
す
。

◦
観
光
事
業

既
存
の
観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
や
、新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
、地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

◦
奈
良
県
防
災
総
合
訓
練
経
費

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
防
災
総
合
訓
練
を
、奈
良
県
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

平成27年度 予算の概要

平
成
27
年
度
の
事
業
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

▲未来は元気フェスティバル
～みくちゃんのおともだち大集合in大和高田～

（平成26年11月15日㈰）

▲市総合防災訓練
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学
校
給
食
代
替
調
理
員
の

募
集・登
録

▽
仕
事
内
容　

小
学
校
給
食
調
理
の
補
助

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

１
日
５
～
７
時
間
、週
１
～
２
日
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

▽
勤
務
場
所　

小
学
校
給
食
室

　
（
高
田・
土
庫
・
磐
園
小
学
校
）

▽
資　
　

格　

資
格
は
問
わ
な
い

▽
募
集
人
数　

３
～
４
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、選
考
有
り

▽
提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
付
）

▽
応
募
期
間　

４
月
15
日
㈬
ま
で

▽
応
募
方
法　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
に
、教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

（
市
役
所
別
棟
２
階
）へ
。

※
郵
送
で
の
受
付
は
、で
き
ま
せ
ん
。

※
提
出
し
た
書
類
は
、返
却
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は

左
記
へ
。

〔
教
育
総
務
課
保
健
給
食
係　

内
線
１
３
５
〕

設
置
し
て
い
て
よ
か
っ
た
！

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

消
防
法
で
、す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
で
、大
惨
事
に
至

ら
な
か
っ
た
事
例
が
、数
多
く
あ
り
ま
す
。

１
．寝
タ
バ
コ
が
原
因
で
、火
種
が
布
団
へ
着

火
し
、火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。そ
の
煙

を
警
報
器
が
感
知
し
、家
の
人
は
警
報

音
で
目
を
覚
ま
し
、布
団
に
水
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
．天
ぷ
ら
油
を
加
熱
し
た
ま
ま
そ
の
場
を

離
れ
た
こ
と
で
、鍋
か
ら
火
が
上
が
り
ま

し
た
。そ
の
煙
を
警
報
器
が
感
知
し
、家

の
人
は
警
報
音
で
鍋
に
気
づ
き
、初
期
消

火
と
１
１
９
番
通
報
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
報
告
は
、ほ
ん
の
一
例
で
す
。

大
切
な
家
族
や
住
宅
を
守
る
た
め
に
も
、ま

た
大
規
模
な
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、自
宅
に
は
必
ず
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。す
で
に
設
置
し
て
い
る

家
庭
で
は
、定
期
的
に
点
検
・
清
掃
な
ど
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

☎
25・０
１
１
９
〕

２
月
26
日
㈭
に
、市
立
高
田
商
業
高
等
学
校

で
、人
工
芝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
披
露
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
ク
レ
ー
コ
ー
ト（
土
の
コ
ー
ト
）で

し
た
が
、独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
の
助
成
金
を
受
け
て
、６
面
す
べ
て
が
人
工
芝

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

同
校
は
、こ
れ
ま
で
数
々
の
大
会
で
、優
秀
な
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
。今
後
の
活
躍
に
、ま
す
ま
す

期
待
が
か
か
り
ま
す
。

３
月
３
日
㈫
、浮
孔
西
幼
稚
園
で
、ポ
ン
菓
子
作
り
の

実
演
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
普
段
食
べ
て
い
る
お
米

が
甘
い
お
菓
子
に
な
る
」と
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

人
た
ち
か
ら
話
を
聞
き
、園
児
た
ち
は
そ
の
工
程
に
興

味
津
々
で
し
た
。

ポ
ン
菓
子
が
機
械
の
中
で
は
じ
け
る
と
き
、と
て
も
大

き
な
音
が
す
る
の
で
、園
児
た
ち
は
耳
を
ふ
さ
い
で
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。で
き
あ
が
っ
た
ポ
ン
菓
子
は
、紙
コ
ッ
プ

に
入
れ
て
配
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
甘
さ
に
驚
き
の
声
を
あ

げ
な
が
ら
、み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

人
工
芝
で

更
な
る
活
躍
を

市
立
高
田
商
業
高
等
学
校

は
じ
け
る
笑
顔
で

ポ
ン
菓
子
作
り

浮
孔
西
幼
稚
園
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■
今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、

『
選
挙
人
名
簿
』に
登
録
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。今
回
の

選
挙
で
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
、次
の
要
件
を
満
た

す
人
で
す
。

▽
年
齢
要
件
な
ど　

平
成
7
年

４
月
27
日
以
前（
４
月
27
日
を

含
む
）に
生
ま
れ
た
人

投
票
し
ま
し
ょ
う

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投票時間　午前7時〜午後8時

投票用紙の記入にご注意！
大和高田市長選挙

白色の用紙
大和高田市議会議員選挙

オレンジ色の用紙

▽
住
所
要
件　

平
成
27
年
１
月

18
日
以
前（
１
月
18
日
を
含
む
）

に
住
民
登
録（
転
入
届
出
）を

し
、引
き
続
き
３
か
月
以
上
、大

和
高
田
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、

か
つ
居
住
し
て
い
る
人

■
市
内
転
居
者
の
投
票
所

４
月
７
日
㈫
以
降
の
市
内
転
居

者
は
、旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

▽
縦
覧
日　

４
月
19
日
㈰

▽
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

▽
縦
覧
場
所　

市
役
所
３
階

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■
投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、各
世

帯
ご
と
に
封
書
で
郵
送
し
ま
す
。届

い
た
ら
中
身
を
確
認
し
て
、投
票
所

に
行
く
と
き
は
、自
分
の
入
場
整

理
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の

入
場
整
理
券
は
、投
票
所
の
事
務

を
円
滑
に
お
こ
な
う
た
め
な
ど
の
も

の
で
、紛
失
し
た
り
、届
か
な
か
っ
た

場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
は
、投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、投
票
所
で
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
整
理
券
は
、郵
便

物
の
転
送
届
を
し
て
い
て
も
、

転
送
さ
れ
ま
せ
ん
。あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
投・開
票
の
日
時
、場
所

投
票
は
、４
月
26
日
㈰
午
前
７

時
〜
午
後
８
時
ま
で
、市
内
22
か
所

の
投
票
所
で
お
こ
な
い
、開
票
は
、

同
日
、大
和
高
田
市
立
総
合
体
育

館
で
、午
後
９
時
か
ら
お
こ
な
う
予

定
で
す
。投
票
場
所
は
、入
場
整
理

券
に
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、本
誌

11
ペ
ー
ジ
〜
12
ペ
ー
ジ
掲
載
の「
投

票
所
一
覧
」で
確
認
の
う
え
、指
定
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票・不在

者
投
票

投
票
日
当
日
、仕
事
や
旅
行
な

ど
、一
定
の
理
由
で
、投
票
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、期
日
前
投

票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
の
裏
面
の
期

日
前
投
票
宣
誓
書
に
、本
人
が
必

要
事
項
を
書
い
て
、期
日
前
投
票
所

（
市
役
所
３
階 

東
会
議
室
）ま
で

来
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
間

　

４
月
20
日
㈪
〜
25
日
㈯

▽
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

８
時

※
前
記
の
場
所
で
期
日
前
投
票

を
お
こ
な
う
以
外
に
、次
の
方

法
に
よ
り
不
在
者
投
票
を
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。該

当
す
る
人
は
、郵
便
事
情
等
を

考
慮
し
て
、早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
　（
請
求
は
４
月
22
日
㈬
ま
で
）

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
、ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、障
が

い
の
程
度
、ま
た
は
要
介
護
状
態
が

【
Ａ
表
】の
基
準
に
該
当
す
る
人

は
、自
宅
等
か
ら
郵
便
等
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。ま
た
、郵
便
投

票
等
が
で
き
る
目
の
不
自
由
な
人

や
上
肢
に
障
が
い
の
あ
る
人
で
、【
Ｂ

表
】の
基
準
に
該
当
す
る
人
は
、あ

ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
た
代
理
人（
選
挙
権
を
有
す

る
人
）に
代
理
記
載
を
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
で
投
票
を
お
こ

な
う
に
は
、あ
ら
か
じ
め「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る

な
ど
、事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

4月26日（日）は、大和高田市長選挙・大和高田市議会議員選挙の投票日
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4月26日（日）は、大和高田市長選挙・大和高田市議会議員選挙の投票日
身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険の被保険者証

両下肢・体幹・移動
機能障害（1級・2級）

両下肢・体幹の障害
（特別項症〜第2項症）

要介護状態区分

（要介護5）

心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸の
障害（1級・3級）

心臓・腎臓・呼吸器・
膀胱・直腸・小腸・
肝臓の障害

（特別項症〜第3項症）免疫・肝臓の障害
（1〜3級）

【A表】

【B表】

障害の
部位

身体障害者
手帳

戦傷病者
手帳

視覚障害

上肢障害
1級

特別項症
〜第2項症

※選挙についての問い合わせは、選挙管理委員会事務局（内線 352・353）へ。

詳
し
く
は
、選
挙
管
理
委
員
会
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
病
院・施
設
で
の
不
在
者
投
票

病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
中

の
人
は
、そ
の
病
院
等
が
不
在
者
投

票
の
で
き
る
施
設
の
指
定
を
受
け

て
い
れ
ば
、そ
の
場
所
で
、不
在
者

投
票
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。病
院
等
に
早
め
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

◎
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

す
で
に
仕
事
な
ど
で
、他
の
市
区

町
村
に
滞
在
中
で
、投
票
日
ま
で
に

大
和
高
田
市
に
帰
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、滞
在
地
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
和
高
田
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
何
ら
か
の
理
由
で

字
が
書
け
な
い
と
き

▽
代
理
投
票　

身
体
の
故
障
な

ど
に
よ
り
自
分
で
字
の
書
け

な
い
人
は
、投
票
管
理
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。投
票
補
助

者
が
本
人
に
代
わ
っ
て
、投
票

用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
な
ど

を
書
き
ま
す
。

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません

政治家が選挙区内の人に
お金や物を贈ることは禁止されています
有権者が求めてもいけません
みんなで守ろう「三ない運動」

贈らない

求めない

受けとらない

親睦旅行への差し入れ

野球大会やママさん
バレーへの差し入れ

ゴルフコンペ
などの賞品

集会の飲食代

祭りの寄附
やお酒

開店祝などの花輪や祝金　

葬式の香典や花輪
お中元やお歳暮

ちょっとしたおみやげ　

結婚・出産・入学・
卒業・就職の祝金

▽
点
字
投
票　

目
の
不
自
由
な

人
は
、投
票
所
で
投
票
管
理
者

に
申
し
出
れ
ば
、点
字
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

投
票
日
に
は
、次
の
時
間
に
サ
イ

レ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
ま
す
。

▽
午
前
７
時（
投
票
開
始
の
お
知

ら
せ
）

▽
午
後
７
時（
投
票
終
了
１
時
間

前
の
お
知
ら
せ
）

▽
午
後
８
時（
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

終
わ
る
と
、投
票
を
終
了
し
ま

す
）

■
選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
、４
月
24
日
㈮
ま

で
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。届
か
な

い
場
合
は
、選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
選
挙
は
、本
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、開
票
速

報
を
掲
載
し
ま
す
。
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上下水道部
庁舎
上下水道部
庁舎

大和大谷別院会館
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放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

日
本
で
は
、高
齢
化
に
伴
い
、が

ん
に
か
か
っ
た
り
、が
ん
で
命
を

失
う
人
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。一

生
の
う
ち
に
、２
人
に
１
人
が
が

ん
に
か
か
り
、そ
し
て
３
人
に
１

人
が
が
ん
で
命
を
失
い
ま
す
。が

ん
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、年
間

30
万
人
以
上
に
も
な
り
ま
す
。こ

れ
ら
多
く
の
が
ん
の
患
者
さ
ん
を

救
う
べ
く
、昨
年
10
月
に
、当
院
は

奈
良
県
の
が
ん
診
療
連
携
支
援
病

院
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

が
ん
の
治
療
法
に
は
、主
に
、手

術
治
療
、抗
が
ん
剤
な
ど
の
薬
物

治
療
と
放
射
線
治
療
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
治
療
は
単
独
で
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、が
ん
の

種
類
や
進
行
度
に
応
じ
て
、さ
ま

ざ
ま
な
治
療
法
を
組
み
合
わ
せ
て

行
う
場
合
が
あ
り
、集
学
的
治
療

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

当
院
で
は
、放
射
線
治
療
装
置
が

な
か
っ
た
た
め
、手
術
お
よ
び
薬

物
治
療
の
み
行
い
、放
射
線
治
療

は
奈
良
医
大
な
ど
に
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、治
療
待
ち

の
日
数
等
で
ご
不
便
を
か
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、当
院
で
放
射
線
治
療

を
開
始
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し

た
。各
方
面
の
多
大
な
協
力
を
得

て
、治
療
専
門
医
を
は
じ
め
と
す

る
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
に
導
入
す
る
放
射

線
治
療
装
置
は
、「
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ　

ｂ
ｅ

ａ
ｍ
」
と
い
う
名
前
の
最
新
鋭
機

器
で
す
。県
内
で
は
奈
良
医
大
に

１
装
置
あ
る
の
み
の
、非
常
に
優

れ
た
装
置
で
す
。

放
射
線
治
療
は
、放
射
線
の
細

胞
分
裂
を
止
め
る
作
用
に
よ
り
、

腫
瘍
を
縮
小
さ
せ
る
治
療
法
で

す
。し
か
し
、従
来
の
放
射
線
治
療

装
置
で
は
、が
ん
病
巣
だ
け
で
な

く
、正
常
な
組
織
も
放
射
線
を
被

ば
く
す
る
こ
と
が
問
題
で
し
た
。

そ
の
た
め
、放
射
線
が
当
た
っ
て
は

い
け
な
い
腸
管
な
ど
の
あ
る
腹
部

な
ど
で
は
、安
全
に
治
療
を
行
う

こ
と
が
困
難
で
し
た
。

し
か
し
、最
新
鋭
の
治
療
装
置
で

は
、病
巣
に
対
し
多
方
向
か
ら
放
射

線
を
集
中
さ
せ
る
定
位
放
射
線
治

療
が
可
能
で
、周
囲
の
正
常
組
織
に

当
た
る
線
量
を
、極
力
減
少
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。今
回
導
入
す

る
最
新
鋭
装
置
に
よ
る
放
射
線
治

療
は
、ミ
リ
単
位
の
精
度
で
管
理
さ

れ
ま
す
。主
な
治
療
の
対
象
は
、肺

が
ん・乳
が
ん・前
立
腺
が
ん・食
道

が
ん・直
腸
が
ん・子
宮
が
ん
な
ど
で

す
が
、骨
や
脳
の
転
移
に
も
大
変
効

果
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、放
射
線
治
療
棟
の
建
設

中
で
、今
年
の
12
月
ご
ろ
に
は
、放

射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
、治
療
を
開
始
す
る
予
定
を
し

て
い
ま
す
。

今
後
、当
院
で
の
が
ん
治
療
は
、

手
術
を
行
わ
ず
放
射
線
治
療
単
独

で
終
了
す
る
症
例
や
、手
術
と
抗

が
ん
剤
治
療
に
放
射
線
治
療
も
加

え
る
、徹
底
し
た
集
学
的
治
療
を

行
う
症
例
な
ど
、が
ん
の
種
類
や

進
行
度
、あ
る
い
は
患
者
さ
ん
の

年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
治
療
が
可

能
に
な
り
ま
す
。高
齢
の
患
者
さ

ん
に
は
、入
院
で
の
放
射
線
治
療

も
可
能
で
す
。

当
院
が
め
ざ
す
、患
者
さ
ん
中

心
の
医
療
を
、が
ん
診
療
の
分
野

へ
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、市
立
病
院
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〔
が
ん
医
療
推
進
委
員
会

委
員
長（
副
院
長
）岡
村
隆
仁
〕

こ
と
が
必
要
で
す
。

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
仕
組
み
の
中

に
悪
質
業
者
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ

と
で
す
。こ
れ
ま
で
、コ
ス
ト
面
や
信

用
面
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
と

契
約
で
き
な
か
っ
た
サ
イ
ト
業
者
も
、

決
済
代
行
業
者
と
契
約
す
る
こ
と

で
カ
ー
ド
決
済
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。た
だ
し
、決
済
代
行
業
者
に
よ

る
サ
イ
ト
業
者
の
審
査
は
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
の
加
盟
店
審
査
ほ

ど
厳
し
く
な
い
の
で
、こ
の
よ
う
な
サ

イ
ト
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
は
危
険

で
す
。ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
チ
ャ
ー

ジ
し
た
金
額
を
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

会
社
の
サ
ー
バ
で
管
理
す
る
電
子
マ

ネ
ー
が
増
え
て
い
ま
す
。こ
の
カ
ー

ド
は
、サ
イ
ト
上
で
番
号
を
入
力
し
、

決
済
す
る
も
の
で
す
。匿
名
性
が
あ

り
ま
す
が
、悪
用
し
電
子
マ
ネ
ー
を

不
正
に
取
得
し
よ
う
と
す
る
業
者

と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。電
子
マ
ネ
ー

の
レ
シ
ー
ト
や
Ｉ
Ｄ
番
号
を
失
う
と
、

追
跡
は
困
難
で
す
。大
切
に
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

興
味
本
位
で
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

キャッシュレス決済を
悪用する業者にご用心！
減りません！アダルトサイトや
出会い系サイトによるトラブル

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
の「
懸

賞
」や「
占
い
」サ
イ
ト
に
登
録
し

て
い
た
ら
、「
商
品
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

メ
ー
ル
」が
届
い
た
。興
味
半
分
で

空
メ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
ら
、出
会

い
系
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
、登
録

し
て
し
ま
っ
た
。知
ら
な
い
女
性
か

ら「
お
金
を
あ
げ
る
」と
の
メ
ー
ル

が
届
き
、メ
ー
ル
交
換
を
繰
り
返
し
、

ポ
イ
ン
ト
料
金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
電
子
マ
ネ
ー
で
、サ
イ
ト
業
者

に
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
40
歳
代
男
性
）

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク

詐
欺
」、出
会
い
系
サ
イ
ト（
サ
ク
ラ

サ
イ
ト
）の「
メ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
詐
欺
」、

「
迷
惑
メ
ー
ル
」に
よ
る
身
に
覚
え

の
な
い
請
求
な
ど
の
被
害
は
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。悪
質
業
者
の
手
口
は

ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
ず
は
消
費
者
自
身
が
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

● 市消費生活センター ▽相談日時　月〜金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。
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い
き
な
り
で
す
が
、ク
イ
ズ
で
す
。

２
０
１
５
年
は
、１
０
０
年
に
１

度
の
○
○
○
の
年
だ
そ
う
で
す
。

さ
て
、○
○
○
に
入
る
も
の
は

何
で
し
ょ
う
？

ヒ
ン
ト
は
、「
バ
ラ
科
の
多
年

草
」、「
ほ
ほ
え
み
家
族
」、「
こ
と

か
」、「
と
よ
の
か
」、「
あ
す
か
ル

ビ
ー
」
…
。

も
う
わ
か
っ
た
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。正
解
は
、２
０
１
５
年
の

１（
い
ち
）と
５（
ご
）を
も
じ
っ
て

イ
チ
ゴ
で
す
。そ
う
言
わ
れ
れ
ば
、

次
の
×
×
15
年
が
や
っ
て
く
る
の
は

２
１
１
５
年
で
す
か
ら
、確
か
に

１
０
０
年
に
１
度
で
す
ね
。

イ
チ
ゴ
は
バ
ラ
科
の
多
年
草

で
、あ
す
か
ル
ビ
ー
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
品
種
が
あ
り
、キ
シ
リ

ト
ー
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
豊
富
に

含
ん
で
い
ま
す
。イ
チ
ゴ
は
１
年

中
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の

90
％
は
11
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

生
産
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、今
が

ま
さ
に
旬
で
す
。

旬
と
言
え
ば
、４
月
は
新
し
い

出
会
い
の
旬
で
も
あ
り
ま
す
。入

学
式
、ク
ラ
ス
替
え
、新
し
い
職
場

…
。今
ま
で
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い

人
と
の
新
し
い
出
会
い
、そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
環
境
。多

少
の
気
疲
れ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
、新
し
い
出
会
い
を

楽
し
く
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

楽
し
く
過
ご
し
て
い
く
秘
訣
、

そ
れ
は
、「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」だ
と
思
い

ま
す
。新
し
い
出
会
い
は
、二
度
と

繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
一
生
に
一

度
の
出
会
い
で
あ
る
と
考
え
、今

を
と
も
に
過
ご
す
学
校
や
職
場
の

な
か
ま
や
、な
か
ま
の
考
え
を
リ

ス
ペ
ク
ト（
尊
敬
）す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の

こ
と
が
自
分
の
生
き
方
や
思
考
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

新
し
い
環
境
や
出
会
い
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
し
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

春
の
あ
た
た
か
な
風
を
体
い
っ

ぱ
い
に
感
じ
て
、イ
チ
ゴ
の
よ
う
に

み
ず
み
ず
し
い
こ
の
季
節
を
、「
い

ち
ご
一
会
」と
し
て
、大
切
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

〔
人
権
施
策
課　

内
線
２
７
９
〕

２
０
１
５
年
は
１
０
０
年
に
１
度
の
…

145

も
し
請
求
画
面
が
出
て
も
、業

者
に
は
絶
対
連
絡
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。自
分
の
個
人
情
報
を
伝
え

て
し
ま
う
と
、被
害
が
拡
大
し
ま

す
。

⑵　

Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
、携
帯
電
話
会

社
名
な
ど
か
ら
は
、個
人
情
報
は

伝
わ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
場
合
、Ｉ

Ｐ
ア
ド
レ
ス
、携
帯
電
話
会
社
名

な
ど
は
相
手
の
サ
イ
ト
に
伝
わ
り

ま
す
が
、重
要
な
個
人
情
報
は

伝
わ
り
ま
せ
ん
。

若い女性を中心に、カラーコンタクトレンズ
が流行しているね。

でもね、通常のコンタクトレンズを使用するよりも、眼障
害を起こしやすいから、よく考えて使用することだね。

①リスクを理解したうえで、眼科医の処方に従ったレンズを選択すること
②目に異常を感じたら、すぐに使用をやめて、眼科を受診すること
③レンズの使用期限を守ること
使用するなら、この3つは絶対に守ることじゃ。

みくちゃんには何色が似合うかなぁ。

瞳の色や大きさを、変えられるんですよね。

オシャレよりも、健康のほうが大切です！

でも、一度ぐらいは使用してみたいですね…

カラーコンタクトレンズの安全性
教えて！
最新情報

⑶　
「
お
金
を
あ
げ
る
」「
簡
単
に

稼
げ
る・
高
収
入
」と
い
っ
た
メ
ー

ル
な
ど
、う
ま
い
話
に
の
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

メ
ー
ル
交
換
や
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
び

に
サ
イ
ト
利
用
料
が
発
生
す
る

仕
組
み（
都
度
課
金
）に
は
要
注

意
。開
封
、送
信
、プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

検
索
に
は
課
金
さ
れ
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
と
き
は
、ひ
と

り
で
悩
ま
ず
、早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、市
内
に
住
ん
で
90
年
。
自
身
が
見
て
き
た
高

田
の
歴
史
を
、文
章
に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

大
和
高
田
語
り
べ
： 

上
嶋　

丈
夫
さ
ん

戦
前
の
天
神
橋
筋
商
店
街
に

つ
い
て
、書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。天
神
橋
か
ら
東
に
、藤
田

洋
品
雑
貨
店
・
珍
味
屋
鮮
魚
店
・

ぜ
に
宗
・
か
ね
善
鮮
魚
店
・
軍
艦

マ
ー
チ
屋
・ウ
エ
ダ
時
計
店
・
出
原

小
間
物
店
・
笹
岡
風
呂
桶
製
造

店
・
笹
岡
養
老
昆
布
店
・ト
部
食

堂（
後
に
は
丸
徳
）・カ
フ
エ
ー
み

ど
り
や・
玉
屋
薬
局
・
志
ま
や
印

房
・
ふ
く
す
け
屋
洋
品
店
・
高
橋

う
ど
ん
食
堂
・
高
田
劇
場
・
今
徳

青
果
店
・
仲
川
精
肉
店
・
井
上
理

髪
店
・
長
谷
川
荒
物
店
・
高
木
呉

服
店
・
高
木
時
計
店（
戦
後
は
柔

道
場
）・
中
川
写
真
館
、向
い
の

並
び
を
西
へ
、三
木
屋
・
米
田
呉

服
店（
今
の
金
水
堂
）・
神
戸
屋
・

長
谷
川
観
粧
場
・
食
堂
カ
シ
ネ・

村
島
饅
頭
店
・
岡
本
菓
子
店
・

だ
る
ま
屋
洋
品
店
・は
し
お
や
履

物
店
・
後
藤
楽
器
店
・
か
た
い
や

履
物
店
と
、ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん

の
店
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

ど
の
店
も
、良
く
繁
盛
し
て
い
ま

し
た
。商
売
す
る
な
ら
天
神
橋
で

と
、他
町
村
か
ら
の
出
店
希
望
者

も
多
く
、商
売
人
な
ら
一
度
は
心

斎
橋
で
店
を
持
ち
た
い
と
思
う
の

と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
し
た
。そ

ん
な
忙
し
い
商
売
の
中
で
も
教
育

に
は
熱
心
で
、多
く
の
優
秀
な
子

ど
も
さ
ん
を
育
て
て
い
ま
す
。あ
ま

り
高
学
歴
が
身
に
就
く
と
、商
売

を
継
い
で
く
れ
ま
せ
ん
ね
。

戦
後
一
番
変
貌
を
遂
げ
た

の
は
、片
塩
商
店
街
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。昭
和
26
年
旧
高
田
川

の
埋
立
て
、29
年
に
は
市
駅
と
商

店
街
と
中
央
道
路
と
の
水
平
交

叉
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、通
行
の

利
便
性
が
増
す
と
と
も
に
市
駅

の
乗
降
客
も
加
わ
り
、一
挙
に
商

店
街
が
活
気
を
帯
び
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。昭
和
の
初
め
は
龍

王
宮
の
北
側
に
は
男
子
校
、南
側

（
今
の
駅
前
商
店
街
）は
坂
道

で
、吉
野
建
て
の
民
家
が
２
～
３

軒
、西
側
は
堤
防
、東
側
は
田
圃

で
、此
の
通
り（
横
大
路
か
ら
三

倉
堂
に
通
じ
る
道
）に
家
が
建
っ

た
の
は
酒
本
家
で
、米
穀
商
と
金

物
機
械
部
品
を
40
代
の
丈
夫
な

ご
兄
弟
で
開
業
さ
れ
た
の
が
最
初

で
す
。小
学
生
時
代
に
は
、よ
く

機
械
の
ベ
ル
ト
の
修
理
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
、親
の
言
付
け
で
お

邪
魔
を
し
た
も
の
で
す
。淋さ
び

し
い

通
り
で
し
た
。戦
後
昭
和
30
年
代

に
は
、片
塩
町
13
地
内
に
、６
区

画
の
店
舗
兼
住
居
が
建
ち
ま
し

た
。最
初
は
入
居
者
も
少
な
く
、

閑
散
と
し
て
い
ま
し
た
が
、昭
和

51
年「
ニ
チ
イ
高
田
シ
ョッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
」が
男
子
校
跡
地
に
進

出
開
店
し
た
こ
と
に
よ
り
、一
変
、

駅
前
通
り・
片
塩
通
り
の
商
店
街

は
、わ
ず
か
に
活
況
を
呈
す
る
よ

う
に
な
り
、ニ
チ
イ
が
撤
退
し
た

天
神
橋
筋
商
店
街
を
※
凌り
ょ
う
が駕

す

る
ほ
ど
の
賑
い
を
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。立
派
な
ア
ー
ケ
ー
ド

も
建
設
さ
れ
、ま
す
ま
す
活
況
を

見
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
テ
イ
の
撤
退
跡
地
の
有
効

利
用
如
何
に
よ
っ
て
は
、更
に
発

展
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
う
願
い

た
い
も
の
で
す
。

※
凌
駕
…
勝
る
・
し
の
ぐ
の
意
味

商
店
街
の

移
り
変
り
と

時
代
背
景

▲昭和30年代天神橋筋商店街 ▲昭和30年代片塩商店街
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アドバイザークラブです

こちら電子自治体

○
壁
の
な
い
社
会

市
民
に
と
っ
て
透
明
感
の
あ
る
事
業

推
進
に
は
、情
報
公
開
と
市
民
参
加
が

不
可
欠
で
す
。こ
の
た
め
、最
近
で
は
進

化
し
た
Ｉ
Ｔ
技
術
の
も
と
に
、行
政
の

情
報
公
開
が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、市
民
活
動
に
つ
い
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。そ
れ
ぞ
れ
が
各
居
場
所
で
苦

労
し
て
い
た
り
楽
し
ん
で
い
た
り
、ま

た
、時
間
が
な
い
、興
味
が
な
い
な
ど
と

い
っ
た
理
由
で
、地
域
社
会
と
は
一
線
を

引
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

○
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

忙
し
い
、距
離
が
遠
い
、時
間
が
な

い
。こ
れ
で
は
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
話

は
難
し
い
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
こ

と
が
原
因
で
、自
治
会
活
動
が
活
発
に

な
ら
な
い
と
か
、行
政
と
住
民
と
の
対

話
の
場
も
、参
加
者
が
限
定
さ
れ
る
と

い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。

地
域
社
会（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
）は
、交
流

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）が
欠
如
し
て
い

て
は
成
立
し
ま
せ
ん
。交
流
を
活
発

に
し
て
、地
域
社
会
を
元
気
に
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

こ
の
交
流
で
す
が
、「
誰
と
す
る
の

か
」こ
れ
に
つ
い
て
、一
度
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。か
つ
て
、作
家
の
藤
本
義
一

さ
ん
が
言
い
ま
し
た
。

「
私
は
近
年
、同
窓
会
に
は
行
か
な
い
。

年
金
、病
気
、愚
痴
、過
去
し
か
語
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、元
気
が
出

ま
す
か
」

極
論
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、一
理
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。同
じ
年
代
の
集
ま

り
で
は
、昔
話
に
花
が
咲
く
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、話
の
内
容
は
、ほ
と
ん
ど

皆
同
じ
で
あ
り
、新
し
い
情
報
を
得
ら

れ
な
い
と
言
い
た
い
の
で
し
ょ
う
。

正
月
の
テ
レ
ビ
番
組
で
、宇
宙
飛
行

士
の
若
田
光
一
さ
ん
が
、組
織（
社
会
）

で
大
切
な
こ
と
は「
夢
・
探
究
心
・
思
い

や
り
」だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。交
流
の

輪
を
広
げ
て
み
る
と
、気
づ
き・
発
見
が

あ
る
も
の
で
す
。

お
金
を
使
わ
ず
、遠
出
せ
ず
、時
間

を
気
に
せ
ず
、こ
の
よ
う
な
こ
と
が
実

現
で
き
る
の
が
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
、人

と
の
縁
を
作
り
、大
事
に
し
、支
え
あ

う
力
に
育
て
る
機
能
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は

備
わ
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
使
わ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
、

「
ラ
イ
ン
」・「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」・「
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
」が
あ
り
ま
す
。家
族
や
仲
間

の
間
で
気
楽
な
会
話
を
楽
し
む「
ラ
イ

ン
」、口
コ
ミ
情
報
の「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」、人

の
縁
を
大
切
に
し
て
、交
流
を
深
め
る

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」、目
的
に
応
じ
て
、

使
い
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ラ
イ
ン
」

は
そ
の
手
軽
さ
か
ら
、小
学
生
も
使
う

ほ
ど
に
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。惹
き
付

け
る「
何
か
」が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、最
近
は
よ
く
ニュ
ー
ス
で
見

か
け
る
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
い
じ
め

も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
す
。若
い
人
に
は
、適
度
に
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
セ
ン
ス
を
、シ
ニ
ア
の
人
に
は
、

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。わ

た
し
た
ち
は
、シ
ニ
ア
こ
そ
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま

す
。た
か
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、友
達
の
言
葉
に
感
動
す
る
こ
と
は

あ
る
の
か
と
疑
う
人
も
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
友
達
と
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
つ
な
が
っ
た
友
達
の
中

に
は
、社
会
の
一
線
で
活
躍
す
る
人
た

ち
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。彼
ら
は
鋭

く
、と
き
に
は
癒
さ
れ
る
言
葉
を
投
げ

か
け
て
き
ま
す
。良
い
仲
間
に
も
出
会

う
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
知
恵
を
も
ら
い
、自
身

と
地
域
の
元
気
に
結
び
つ
く
な
ら
、こ

ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

◎
高
田
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
と
き　

４
月
15
日
㈬
か
ら

月
２
回
、全
10
回

水
曜
日
午
前
開
催

※
午
後
は
、「
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談
」

も
開
い
て
い
ま
す
。

▽
と
こ
ろ　

中
和
労
働
会
館

（
西
町
１
―

60
）

月
～
金
曜
日
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
電
子
自
治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・
36
・８
５
２
０
〕

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ・
…
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
略
。人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
促
進・サ
ポ
ー
ト
す
る
、コ

ミ
ュニ
テ
ィ
型
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
こ
と

ＳＮＳと地域社会の関係を考える　2
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